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……………………………………和田ありさ，他
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……………………………………小山史穂子，他
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は公衆衛生

活動に大きな影響を与えました。第69巻11号には，

COVID-19関連の論文が 2 本掲載されました。そのうち

1 本は第 1 回緊急事態宣言前後の生活支援コーディネー

ターの業務をとりあげた公衆衛生活動報告です。緊急事

態宣言下では気になる高齢者などへの訪問や声かけがほ

ぼ実施されなくなりました。活動再開には行政等からの

指示が有効であることを示しています。もう 1 本は

COVID-19の流行によってがん医療の受療状況に変化が

あったかどうかを調べた論文です。医療機関の方針によ

る変更が多く，通常医療への影響が明らかになっていま

す。

その他に原著 2 本，資料 1 本が掲載されました。原著

の 1 本は，運動を熱心にしていないが 1 日30分以上の歩

行をしている高齢者がいることに着目し，運動にあまり

関心がない高齢者に歩行を促すアプローチを検討した発

想豊かな研究です。もう 1 本の原著は，他者に援助を求

めないことが子ども時代に両親に援助を求めた経験と関

連しているのかを検討した論文です。男女で異なる結果

が出ており興味深いです。資料は，中高生のメディア利

用時間と主観的健康感の関連を検討した論文です。3 時

間以上のメディア利用では主観的健康感不良の割合が高

くなっていました。

COVID-19の流行によって人々の生活様式やコミュニ

ケーションなど幅広い変化が起きています。公衆衛生活

動はどうあるべきかを考える機会も増えました。会員の

皆様から実践に役立つ論文の投稿をお待ちしています。

（蔭山正子）


